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れいはい

 
 

《新型
しんがた

コロナウイルスの感染
かんせん

防止
ぼ う し

に留意
りゅうい

しながら礼拝
れいはい

を行
おこな

います。インター

ネット中継
ちゅうけい

をしておりますので、ご自宅
じ た く

でも共
とも

に礼拝
れいはい

をして頂
いただ

けます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

 黙 祷
も く と う

 

招
まね

きの詞
ことば

 箴言
しんげん

  8 章
しょう

 32－33, 35節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 361番
ばん

「この世
よ

はみな」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

聖  書
せ い し ょ

 詩編
し へ ん

  8編
へん

 1－10節
せつ

 

お 祈
いの

 り  

賛 美 歌
さ ん び か

 425番
ばん

「こすずめも、くじらも」（©JASRAC） 

メッセージ  「人間
にんげん

とは何者
なにもの

なのでしょう」 牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 563番
ばん

「ここに私
わたし

はいます」（©JASRAC） 

主
しゅ

の祈
いの

り 62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

誕生者
たんじょうしゃ

祝福式
しゅくふくしき

（＊）    牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊＊） 

派  遣
は け ん

 91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

      牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（40－6番
ばん

）（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください） 
 

《礼拝
れいはい

は自由席
じゆうせき

です。おとなりの方
かた

との間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになった

ままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊みんなで 10月
がつ

生
う

まれの方
かた

（と今年度
こんねんど

10月
がつ

までにお生
う

まれの方
かた

）を祝福
しゅくふく

い

たします。ご遠慮
えんりょ

なさらず、どなたでもお申
もう

し出
で

ください。 

＊＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

この希望が失望に終わることはありません。私たちに与えられた聖霊によって、 
神の愛が私たちの心に注がれているからです。（ローマの信徒への手紙 5：5） 

2020 年 10 月 25 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 63 巻第 29 号（通算 3206 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：15－10：30   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

が創
つく

られたすべての 命
いのち

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）    

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 



招きの詞
ことば

 箴言 8 章 32－33, 35 節 

32子らよ、今、聞け 

 幸
さいわ

いな者とは私の道を守る人。 

33諭
さと

しに聞き、知恵を得よ。 

 なおざりにしてはならない。 

35私を見いだす人は命を見いだし 

 主からの喜びにあずかる。 

 

聖 書  詩編 8 編 1－10 節 

  1指揮者によって。ギティトに合わせて。賛歌。ダビデの詩。 

2 主よ、我らの主よ 

 御名
み な

は全地でいかに力強いことか。 

 あなたは天上の威厳
い げ ん

を aこの地上に b置き 

3幼子
おさなご

と乳飲み子の口によって砦
とりで

を築かれた。 

敵対する者に備え 

敵と報復
ほうふく

する者を鎮
しず

めるために。 

4あなたの指の業
わざ

である天を 

あなたが据
す

えた月と星を仰
あお

ぎ見て、c思う。 

5人とは何者なのか、あなたが心に留
と

めるとは。 

人の子とは何者なのか、あなたが顧
かえり

みるとは。 

6あなたは人間を、神に僅
わず

かに劣
おと

る者とされ 

栄光と誉
ほま

れの 冠
かんむり

を授け 

7御手
み て

の業
わざ

を治めさせ 

あらゆるものをその足元に置かれた。 

8羊も牛もことごとく、また野の獣
けもの

 

9空の鳥、海の魚
うお

 

潮路
し お じ

をよぎるものまでも。 

 10主よ、我らの主よ 

御名
み な

は全地でいかに力強いことか。 

 

（注 a：直訳「そこに」、b：シリア語聖書などによる、ヘブライ語底本では「置け」、 

c：「思う」は補足）  



 

《先週のメッセージより》10 月 18 日 聖霊降臨節第 21 日主日礼拝 

メッセージ「国籍は天に、暮らしはこの場所に」より 牛田匡牧師 

聖書：フィリピの信徒への手紙 3 章 5－21 節 

 『フィリピの信徒への手紙』は、獄中からフィリピの教会に宛てて送られた

パウロの手紙です。『使徒言行録』によると、フィリピの教会はローマ帝国の

植民都市として栄えていたフィリピの「町の門の外」（16：13）にありました。

つまり、町を取り囲んでいる城壁の中には居場所が無い人々、町の門の中には

入れてもらえない差別されている人たち、貧しく弱くされていた人たちが、そ

の教会の大多数だったということです。さらにそこには高価な「紫布を扱う商

人」も登場しますが、フィリピの教会の中には当時の世間の常識、血筋や身分、

職業による分断を越えた、新しいつながり、イエス・キリストの価値観に基づ

いた連帯がありました。 

 にもかかわらず、そのような共同体の中にも、きちんと律法を守れているか

いないかによって、人を裁こうとする律法主義の価値観がたびたび入り込みま

した。それが獄中からパウロが涙ながらに手紙を書いた理由でした。律法主義

を誇り、目に見える地上の事柄で人を裁くのはもう終わりにしよう。パウロは

遠く離れたフィリピの仲間たちに何度も呼びかけ、続けました。「私たちの国

籍（市民権）は天にあります」。現代では国籍や市民権は、自動的に与えられ

るような感覚がありますが、当時はそのようなことはなく、市民権は家計や血

筋、特権によって与えられました。フィリピの教会は、町の門の外で集会をし

ていた程ですから、市民権を持っていない人の方が多かったのではないかと思

います。 

 そのような中で、「私たちの国籍は天にあります」という言葉は、日ごろ対

等な市民として認められなかった被差別の人々に対して、「あなたがたも同じ

天の国の市民権を持つ一人です」と告げただけではなく、「今この場所で同じ

天の国の市民権を持つ者同士として、お互いに裁き合うのではなく、共に生き

ることが出来る」と人々を励ましたのでしょう。「国籍は天に、暮らしはこの

場所に」。今、世界でも、日本でもコロナ禍によってますます格差と差別が拡

がっています。毎週の礼拝を通して「私たちは一人ではありません」というこ

とを心に覚えますが、それは「私と神様との関係」というだけではなく、この

地上においても隣人たちと共に生きて行くということです。今日も神様は私た

ちと共にいて下さいます。イエス・キリストが身をもって示された価値観を、

私たちも身につけて、今日もこれからも、この場所での暮らしを送っていくこ

とができるように、私たちは変えられ、用いられて行きます。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 （10 月 18 日） 
 礼拝出席 大人 4 名  献金 5,000 円  感謝 
 
◎次週 2020 年 11 月 1 日（日）  

召天者記念礼拝（降誕前第 8 主日礼拝） 

 招きの詞 ローマの信徒への手紙  3 章 24 節 

 聖 書  イザヤ書    44 章 6－7 節 

 メッセージ「神様が共に歩まれた生涯」牛田匡牧師  

 賛美歌 111 番（©著作権消滅） 518 番（©著作権消滅） 460 番（©著作権消滅） 

 先に天に召された方々を偲ぶ「召天者記念礼拝」ですので、ご家族やご友人など先

に天に召された方々のお写真を、どうぞお持ちください。 

 また 11 月は「愛児祝福月間」ですので、礼拝の中で「愛児祝福式」も行います。

小さい子どもたちもどうぞご一緒にご参加ください。なお礼拝後には、11 月期の「教

会を考える会（役員会）」を行います。役員でない方も出席自由ですので、教会につ

いてご一緒に考えて下さる方は、どうぞご出席ください。 
 
◎お知らせ 

・本日礼拝の後に、釜ヶ崎・いこい食堂支援のための「おにぎり作り」を行います。   

（新型コロナウイルス感染予防のために、これまでおにぎり作りを行っていた特

別養護老人ホーム「大阪好意の庭」では、外来者の立ち入りを制限しておりますの

で、先月に引き続き今月も久宝教会にて行います） 

・新型コロナウイルス感染予防のため、教会では引き続き、朝の検温、手指消毒とマ

スク着用、お隣の方との間隔をあけた着席をお願いいたします。また教会堂に共に

集まって礼拝する形にこだわらずに、インターネットの中継配信を利用した在宅

での礼拝など、それぞれの方が参加しやすい形で礼拝に参加くださいますように、

ご検討ください。「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載いたしま

すので、そこからダウンロードして頂くことができますし、ご希望の方にはそれら

をご自宅までお届けいたします。 

・11 月 14 日（土）10 時～11 時に、今春に新会堂に引っ越してから新型コロナ予防

のために延期されていた「献堂礼拝」を行います。「３密」を防ぐために残念なが

ら、外部の方々は招待いたしませんが、久宝まぶねこども園「まぶねっ子クラブ」

の子どもたちと一緒に「新園舎お披露目会」を兼ねる形 

 で「献堂礼拝」を行い、その後「スマイルパフォーマー 

Q ちゃん」のパフォーマンスをみんなで楽しみます。 

 

◎ 次週以降の行事予定 （11 月は愛児祝福月間です） 

 会場 メッセージ 行事 

11/1 

久宝寺地区 

久宝まぶねこども園 

（新園舎・教会堂） 

牛田牧師 
（愛児祝福月間）召天者記念礼拝 

ユーカリスト・教会を考える会 

11/8 牛田牧師 
（愛児祝福月間）（障がい者週間） 

（14時～ 法人・王寺墓前礼拝） 

11/15 牛田牧師 （愛児祝福月間）聖書を読む会 

11/22 （未定） 牛田牧師 
（愛児祝福月間）収穫感謝礼拝 

おにぎり支援 

 
 


